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令和６年度事業報告 

 

はじめに  

公益財団法人認定 13 年目を迎え、当該年度も財団設立趣旨に準拠した堅実な運

営を実践し、物流博物館事業を推進してまいりました。 

しかし、開館から 26 年を経過し、老朽化したジオラマ等の設備の故障が発生し

はじめ、継続的な注意が必要となってきております。 

事業面では、古文書講座、映画会などの催事の開催、また各種の学校団体見学

や物流企業の新入社員研修受け入れに加え、館内に貨物鉄道のカプセルトイ販売

機を設置するなど、集客増に努めてまいりました。 

今後も展示内容の充実や効率的な運営を目指し、個人入館者を念頭においたＳ

ＮＳなどによるＰＲ、各種学校団体見学や物流企業の新入社員研修などの誘致に

一層努力し、幅広い来館者層に利用していただくための取り組みをおこなってま

いります。 

 

１．令和６年度の事業経過の概況について 

Ａ．重点推進項目の実施状況 

令和６年度事業計画にもとづき、次の５項目を重点推進項目として取り組

んでまいりました。 

（１）企画展「鉄道古写真展―鈴木直利氏コレクションから―」の開催、

常設展示の改良・催事・共催事業の実施 

（２）一般入館者および団体見学増に向けた広報活動の強化 

（３）収蔵資料の整理・データ化の推進 

（４）常設展示リニューアルの計画立案・実施 

（５）運営資金の確保 

 

（１）企画展の開催、常設展示の改良・催事の実施 

企画展は、「鉄道古写真展―鈴木直利氏コレクションから―」を開催し

ました。これらに加え、平成 24 年度に開催した企画展「はこぶを広告す

る はこぶで広告する」を流通経済大学に共催事業として巡回し、同大学

との連携事業（令和４年度より毎年開催）を実施しました。 

催事については、令和５年度と同様、夏休み行事（ダンボール工作、ペ

ーパークラフト教室[日本内航海運組合総連合会との共催]、鉄道模型運転

会[日本貨物模型連合との共催]）、クリスマス映画会（12 月）、オンライン

開催を併用した古文書講座初級編及び中級編（いずれも２月～３月)、日

本通運㈱が過去に製作し、デジタル化を完了した映画の上映会を引き続き

毎月開催しました。 

（２）一般入館者および団体見学増に向けた広報活動の強化 

Ｘ（旧 Twitter）及び Instagram により開館情報や常設展示の紹介、イ

ベント情報、物流に関するミニ情報などの告知を行いました。ＴＶ、ラジ

オ、雑誌、業界紙誌、鉄道趣味誌、タウン紙、催事案内のＷＥＢサイトな
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どに当館の展示や催事の案内が取り上げられ、各方面で当館が紹介されま

した。また、引き続き一般来館者向けにポイントカード制度を実施してい

ます。 

（３）収蔵資料の整理・データ化の推進 

昨年度に引き続き、収集後、未整理となっている収蔵資料について資料

整理に取り組みました。 

（４）常設展示リニューアルの計画立案・実施 

常設展示については、現代物流に関する展示データ、展示資料を更新す

るなど定期的な展示替えを行いました。 

（５）運営資金の確保 

    事業実施に際しては効率的な運営を心掛け、費用節約に努めるとともに、

特定資産の安全かつ効率的な運用に努めてまいりました。 

 

Ｂ．物流博物館の具体的な事業実施状況について   

（１）利用者数 

  ａ．入館者数 

令和７年３月末時点での開館日数は 265 日となりました（対前年度 1

日増、0.4％増）。入館者数合計は 12,045 人で、前年度実績（10,548 人）

を 14.2%上回り、予算（10,000 人）を 20.5%上回りました。開館日１日平

均の入館者数は、前年度 40.4 人に対し、令和６年度は 45.5 人でした。

また、令和７年３月時点の開館以来の累計入館者は 218,282 人となりま

した。 

ｂ．団体見学者数  

  団体見学者数は、幼児３団体 51 名、小学校１団体 17 名、中学校 26

団体 163 名、高等学校６団体 150 名、大学３団体 17 名、専門学校３団

体 79 名、一般団体 25 団体 356 名、企業団体 56 団体 551 名、地域団体

４団体 17 名で、団体数合計 127 団体、団体見学者数は 1,401 名でした。 

 

（２）令和６年度に実施した企画事業等 

ａ．普及事業  

①なつやすみダンボール工作イベント「段ボールで運ぶ乗りものを作ろ

う」 

実施日･参加者数：８月 10 日(土)・66 名／８月 11 日(日)・52 名 

対 象：幼児～小学校６年生（小学校３年生までは保護者同伴） 

概 要：梱包資材である段ボールを素材とした機関車・トラック・貨

物船のキットを組み立て、色を塗るなど飾りつけを行い、自

分だけの運ぶ乗り物を製作。 

参加費：材料費 100 円（入館料別途） 

②マンスリー上映会 

概 要：当館では、昭和 20 年代～50 年代の物流に関する映画フィル

ムを収蔵しており、ほとんどの作品がデジタル化されている。

平成 29（2017）年度以降、これらの中から映像作品を選び、
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上映会を毎月 1 回開催している。 

参加費：無料（入館料別途） 

参加者数：のべ 149 名 

実施日・上映作品 

４月 28 日(日)：「黄色い車－運転手心得より－」 

「BIG・DRIVER」 

「作業教育シリーズ No.1 仕業点検」 

５月 26 日(日)：「国宝の旅立ち」 

「夢と心を未来に運べ！～受け継がれる日通美術の技～」 

６月 23 日(日)：「晴海埠頭倉庫」 

「アフリカ 10,000 キロ」 

７月 28 日(日)：「日通伊豆富士見ランド」 

「富士をいだく」 

９月 29 日(日)：「昭和 30 年代 CM 特集」 

「新しい包装」 

「翼は運ぶ」 

11 月 24 日(日)：「社会科教材映画大系 貨物輸送」 

「こうして米は運ばれる」 

12 月 22 日(日)：「荷役はかわる第三集 ユニット・ロードシステム」 

「荷役は変る―第四集 システム化への道―」 

１月 19 日(日)：「68 の車輪」 

「超重量に挑む－500 トントレーラとシキ 611－」 

２月 23 日(日)：「アラビアの水－超大型トランスポーターの誕生－」 

「モジュール輸送・据付システム」 

３月 23 日(日)：「世界をむすぶ－国際一貫輸送－」 

「世界にひろがる－日本通運の海外ネットワーク－」 

※８月は夏休みイベント準備のため開催せず。 

 

③古文書講座「古文書に親しむ ～はじめて学ぶ方へ～」 

開催日：令和７年２月 21 日・28 日・３月７日の金曜日（全３回） 

開催方法：博物館会場・録画配信 

概 要：外部から講師を招き、典型的なくずし字の基本的な事項の解

説、勉強の進め方のコツなどについて紹介。これから古文書

を読んでみようという方、初心者でどのように勉強を進めた

らよいのか知りたい方向けの講座。令和６年度は館蔵の武孫

平家文書から、江戸時代の利根川の支流・広瀬川の河岸の訴

訟に関する史料をテキストに取り上げた。 

講 師：霞会館記念学習院ミュージアム・学習院大学史料館研究員  

田中潤先生 

参加費：1,500 円 

参加登録者数：40 名 

④古文書講座：「大名飛脚の史料を読む―田沼時代の山形藩・大名飛脚の
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実態を探る―」 

開催日：令和７年３月 1 日・15 日・29 日の土曜日（全３回） 

開催方法：博物館会場・録画配信 

概 要：外部から講師を招き、古文書を読解しながら、そこから読み

取れる歴史の諸相を解説する講座。令和６年度は館林藩主の

秋元家（館林転封前は山形藩主）家中の藩士旧蔵史料の中か

ら、山形藩の大名飛脚に関する文書（人間文化研究機構国文

学研究資料館所蔵）を取り上げ、同藩の大名飛脚の日常や輸

送事故に関する史料を通してその実態を探った。 

講 師：歴史研究家 巻島隆先生 

参加費：1,500 円 

参加登録者数：56 名 

⑤クリスマス・サンタクロース映画会 

実施日：12 月 14 日(土)午前・午後 

参加者数：34 名（午前 21 名・午後 13 名） 

対 象：幼児～小学生（小学校３年生までは保護者同伴） 

概 要：プレゼントを「運ぶ」サンタクロースをテーマにした映画を

２本上映し、サンタクロースが登場してこどもたちにプレゼ

ントを贈呈。参加者の定員を従来の６割に制限して実施。 

参加費：無料（入館料別途） 

⑥博物館学芸員実務実習の受入 

実施日：７月 21 日(日)/８月１日(木)～４日(日)/８月７日(水)～９日

(金)の計８日間 

人 数：明治大学、日本大学、八州学園大学 各１名 

概 要：大学で博物館学芸員資格取得を目指す学生の実務実習の受入。 

⑦高輪伝馬の会 

概 要：高輪伝馬の会は、古文書講座（平成 13 年度～実施）の参加者

のうち、講座終了後も継続して古文書読解を行うことを希望

したメンバーにより、平成 15 年（2003）11 月に発足した自

主的な勉強会。当館の所在地高輪にちなみ名称を「高輪伝馬

の会」とした。令和６年度はオンラインと録画配信、会場参

加を併用して活動を継続。原則毎月第１･３土曜日に開催。令

和７年３月現在の会員数は 21 名。 

参加者数：のべ 201 名（録画配信利用者を除く） 

ｂ．特別展示・企画展示 

①企画展：「鉄道古写真展―鈴木直利氏コレクションから―」開催 

会 期：令和６年 11 月２日(土)～令和７年１月 26 日(日) 

概 要：鈴木直利氏は鉄道関係資料のコレクターで、これまでに収集

したコレクションは、古写真、絵葉書、写真帖をはじめ、銘

板拓本、形式図、規程類、年報、辞令、官員録・職員録など

膨大な数に上る。 

本展では、広範にわたる同氏のコレクションの中から、関東
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近郊とその周辺の鉄道古写真類約 100 点を選んでパネル化し、

鉄道の歴史と物流の歴史の２つの視点から紹介。 

会期中総入館者数：2,953 名 

企画関連書：鉄道史料別冊鈴木直利コレクション『鶏卵紙写真で見た

明治期の鉄道』(販売価格 3,300 円) 

ｃ．ＳＮＳ 

開館情報や常設展示の紹介、イベント情報、物流に関するミニ情報な

どを告知。 

① Ｘ（旧 Twitter・ツイッター） @butsuhaku 

令和２年６月より開始。令和７年３月現在、フォロワー数は 3,304。 

② Instagram（インスタグラム） @cargo_kun 

令和３年９月より開始。令和７年３月現在、フォロワー数は 187。 

ｄ．外部協力 

①共催・協力事業 

１）巡回展示 

流通経済大学物流科学研究所・物流博物館共催企画展「はこぶを広

告する はこぶで広告する～はこぶ引札あれこれ～」 

共催団体：流通経済大学 物流科学研究所 

ａ）会 期：12 月３日(火)～12 月 21 日(土)  

会 場：流通経済大学新松戸ｷｬﾝﾊﾟｽ１号館１階事務室前ホール 

ｂ）会 期：１月 14 日(火)～１月 30 日(木)   
会 場：流通経済大学龍ケ崎ｷｬﾝﾊﾟｽ２号館図書館前エントランス 

ｃ）会 期：２月 10 日(月)～２月 21 日(木)   

会 場：流通経済大学付属柏中学校･高等学校図書ﾒﾃﾞｨｱｾﾝﾀｰ 

概 要：引札（ひきふだ）は現在のチラシにあたる印刷物で年

末年始などに商店から顧客に配布。業種に関係する絵

柄のほか、七福神から当時の最新の風俗まで人々の心

を引きつける多様な題材が描かれている。 

本展では「はこぶ」にまつわる引札を明治・大正期を

中心にパネルで紹介。 

２）出展 

ａ）図書館総合展「あなたも使える専門図書館 2024」へ出展 

主 催：図書館総合展運営委員会  

会 場：パシフィコ横浜 

会場開催日：11 月５日(火)・６日(水) ・７日(木) 

オンライン開催日：11 月 16 日(土)～24 日(日) 

概 要：当館の専門図書館的機能に関するパネル展示と館の紹

介。 

担 当：三田芳美 

３）その他催事 

ａ）内航船ペーパークラフトを作ろう！ 

共催団体：日本内航海運組合総連合会 
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実施日：８月 21 日(水)午前・午後 

対 象：小学校６年生までとその保護者 

参加者数：34 名（午前 23 名・午後 11 名） 

会 場：物流博物館 

概 要：くらしと産業に欠かせない貨物を多く運んでいる内航

船についての解説を聞き、貨物船のペーパークラフト

を製作。 

講 師：オトウカトウ氏（工作ユニット） 

参加費：無料（入館料別途） 

ｂ）夏休み鉄道模型運転会 

共催団体：日本貨物模型連合（ＮＸ社員有志を中心とした会） 

協 力：ＩＯＲＩ工房・大作ワークス 

実施日・参加者数：８月 24 日(土)・215 名 

          ８月 25 日(日)・282 名 

会 場：物流博物館 

概 要：特設レイアウトで日本や海外の多様な貨物列車や人気

の列車を走らせ、各列車の解説を行うとともに、小学

生以上の運転体験、参加者の車両持ち込みによる試運

転（ＨＯゲージのみ）にも対応した。 

参加費：無料（入館料別途） 

②学芸員の出講 

１）（公社）鉄道貨物協会・第２回輸送品質向上委員会 

主 催：輸送品質向上委員会・利用促進委員会 

実施日：５月 17 日(金) 

会 場：物流博物館  

概 要：「日本の物流・通運の歴史」と題し講演。 

担 当：玉井幹司 

２）全国通運業連合会全国大会 

主 催：全国通運業連合会 

実施日：６月 12 日(水) 

会 場：ホテルメトロポリタンエドモント  

概 要：「通運事業 150 年の歴史を考える」と題し講演。 

担 当：玉井幹司 

３）全国通運連盟寄附講座 

  主 催：(公社)全国通運連盟 

実施日：10 月９日(水)・16 日(水) 

会 場：流通経済大学  

概 要：全国通運連盟寄附講座全 14 回のうち第１回、第２回を担

当。「物流と通運の歴史」と題して江戸時代の交通・運輸

制度から明治以降の鉄道貨物取扱業の歴史、近年の概況

までを講義。 

担 当：玉井幹司 



8 
 

４）日本パレット協会「パレットの日 2024 記念講演会」 

主 催：一般社団法人日本パレット協会 

会 場：オンライン開催 

開催日：11 月 11 日(月) 

概 要：「人手に頼った日本の物流史～パレット導入前夜」と題し

講演。 

担 当：玉井幹司 

５）郵政歴史文化研究会 

  主 催：郵政博物館 

会 場：郵政博物館・資料センター 

開催日：12 月６日(金) 

概 要：「京屋大細見」について研究方針を発表。同研究会第１分

科会との共同研究とすることを決定。 

担 当：玉井幹司 

６）（一社）日本パレット協会新年賀詞交歓会 特別講演会 

主 催：（一社）日本パレット協会 

会 場：銀座ブロッサム 

開催日：１月 30 日(木) 

概 要：平原直講演記録ビデオ上映にともない講演。 

担 当：玉井幹司 

７）港区立高輪図書館分室工作会「物流を学んで自分だけのウイング

車をつくろう！」へ出講 

主 催：港区立高輪図書館分室 

実施日：３月 22 日(土) 

会 場：港区立高輪子ども中高生プラザ研修室 

概 要：幼児・小学校低学年向けイベントに出講。物流を紹介す

る映像を上映し、牛乳パックでウイング車を製作。 

担 当：三田芳美 

③博物館関係諸団体との連携と共同の取り組み 

１）「産業文化博物館コンソーシアム」（通称：ＣＯＭＩＣ） 

概 要：平成 20 年春、企業ミュージアムの運営者が集い同コンソ  

ーシアムが発足して以来、連携緊密化と情報交換のため、

定例開催のシンポジウム・事例研究会に参加している。

今年度も定例の会合（オンラインと会場参加により計６

回開催）に４回参加した。 

２）「みなとの博物館ネットワークフォーラム」 

概 要：港に関する文物を研究・所蔵・展示する博物館及び港湾

関係者で構成され、相互情報交換や連携事業を実施。連

携緊密化と情報交換のため、イベントの告知などをフォ

ーラムの WEB サイト内「ミュージアムの最新情報」に掲

載。 

３）「港区ミュージアムネットワーク」への協力 
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概 要：東京都港区の主導により、同区内に所在する博物館・美

術館等の相互情報交換や連携事業を実施。平成 20 年春に

同ネットワークが発足以来、博物館の広報と連携のため

物流博物館として各種事業（スタンプラリー・年２回発

刊の情報誌への館情報の掲載など）に極力参加。 

４）「小規模ミュージアムネットワーク（ちいさいとこネット）」への

参加 

概 要：小規模博物館施設をはじめ、博物館に専門的関心をもつ

個人の交流組織。例年、博物館視察などの例会、「サミッ

ト」（大会）が行われている。今年度はメーリングリスト

による情報交換のほか、大会（第 13 回小さいとこサミッ

ト in 東京／於東京農工大学）に参加した。 

ｅ．資料公開 

①資料館外貸出 

１）『わだち』11 巻 10 号 

展示期間：令和７年１月 18 日(土)～４月 13 日(日) 

会 場：横浜都市発展記念館 

概 要：横浜都市発展記念館令和６年度企画展「運河で生きる  

都市を支えた横浜の河川運河」にて展示。 

ｆ．マスコミ掲載（主なもの） 

①掲載・放送 

１）新聞・雑誌・書籍 

・『Minato City』2024 年 Autumn「家族におすすめのスポット」欄に  

博物館が紹介。裏表紙に当館ジオラマが掲載。 

・チャーリィ古庄 (監修)『全国 飛行機めぐり』（㈱Ｇ.Ｂ.／10 月

発刊）に博物館が紹介。 

・『MONTHLY かもつ』令和６年７月号に、鉄道貨物協会第２回輸送品

質向上委員会における玉井の講演概要が掲載。同誌令和７年２・

３月号に『貨物時刻表』に関する玉井インタビューが上下２回に

分けて掲載。 

・町田忍監修『首都圏から行く 個性派ミュージアム案内 おとなの

好奇心を満たす博物館へ』（メイツユニバーサルコンテンツ・12

月 20 日発行）に博物館が紹介。 

 ・『たびとしょ -旅の図書館 News Letter-』Vol.30・1 月号（（公社）

日本交通公社）の港区の専門図書館紹介ページに博物館が紹介。 

 ・『貨物時刻表』2025 年版の巻頭特集「絵はがきに見る貨物鉄道輸

送」の企画提案・監修・資料提供。 

 ・ほかイベント・館紹介記事 54 件 

２）TV 放映 

・地球の歩き方×テレビ東京「配信版/ビジネスパーソンの歩き方」

③品川の観光３選！４月２日７:00～７:13（テレビ東京）で博物

館が紹介。 
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３）ラジオ出演 

・「RADIO LINK」５月５日(日)12:30～13：00（FMyokohama）で博物

館を紹介（小緑出演）。 

４）WEB 

・「POPEYE WEB」東京博物館散歩 Vol.２（12 月 15 日掲載）にて、「モ

ノを「運ぶ」見えざる人々の手を体感する『物流博物館』」とし

て博物館が紹介。 

②執筆・監修・資料提供 

１）『建築知識』６月号（エクスナレッジ） 

特集「建物種類ごと歴史図鑑」の「物流施設」の項の企画指導・

監修・資料提供。 

２）ニチレイグループオウンドメディア「Circle」 

特集「サステナブルな物流への挑戦」にて「Part1 物流博物館で

学ぶ 江戸時代と令和、物流はこう進化した！」（8 月 28 日掲載／ 

https://circle.nichirei.co.jp/feature/sustainable-logistic

s/16）に玉井インタビュー掲載・監修・資料提供。 

３）『物流ネットワーク 2025 年新年号』（（一社）日本物流資格士会発

行・１月下旬発刊） 

「「物流」への一般的関心と 2024 年問題」（玉井執筆）掲載。 

４）月刊『東京人』３月号 

特集「進化する物流」に資料提供、執筆者紹介および「平原直が

掲げた荷役の近代化」（玉井執筆）掲載。 

５）東洋経済新報社ムック『物流変革～物流を止めない。社会を動か

す～』（日本能率協会監修・2025 年３月 11 日発行） 

「江戸時代の飛脚から始まる歴史に現代の物流を考えるヒントが

ある」と題し、玉井インタビュー記事が掲載。 

６）閲覧、画像・映像使用等の特別利用による資料提供 49 件 

 

Ｃ．寄附金の収受実績について  

（１）寄附金 

NIPPON EXPRESS ホールディングス㈱殿より運営資金として 30,000 千円

のご寄附を賜りました。 

  

Ｄ．令和６年度収支の状況  

（１）収支状況  

経常収益計は 40,295 千円で、予算（38,873 千円）に対して 1,422 千円

増（3.7％増）、前年度実績（39,623 千円）に対して 672 千円増（1.7％増）

となりました。対前年実績増の要因は、特定資産運用益、事業収入の増に

よるものです。 

経常費用計は 50,800 千円で、予算（51,594 千円）に対して 794 千円減

（1.5％減）、前年度実績（47,666 千円）に対して 3,134 千円増（6.6％増）

となりました。対前年度実績増の主な要因は、人件費、修繕費、光熱水料
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費、委託費の増です。 

（２）運用手元資金 

令和７年３月 31 日の手元資金は、734 百万円で内訳は次のとおりです。 

 

（百万未満は切り捨て） 

                 令和７年３月末 令和６年３月末 令和５年３月末  
      国  債       304 百万円     304 百万円   354 百万円  

     政府保証債        100 百万円       100 百万円   100 百万円 

      社   債       201 百万円     202 百万円   202 百万円 

      株  式      64 百万円        47 百万円        0 百万円 

定期預金         28 百万円      41 百万円    41 百万円   

        普通預金        35 百万円      37 百万円    32 百万円   

       合  計        734 百万円     732 百万円   730 百万円   

 

（３）正味財産 

令和７年３月 31 日現在の正味財産は以下のとおりです。 

 

令和７年３月末   令和６年３月末   令和５年３月末 

2,242,811,282 円  2,249,286,106 円  2,260,738,926 円 
 

    ※正味財産減の主な要因は平成 18 年度からの固定資産減価償却    

（当期償却額 14,100,481 円）によるものです。 

 

以  上  
 


